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美術博物館「伊那谷の文化財展」で�
公開された舟形埴輪�

治水事業で生まれた大地�
今年度完成を迎える�

川路・龍江・竜丘治水対策事業�
同事業区域から出土した舟形埴輪�
船を操る瞳にはどう映るのでしょうか�

飯田市の人口（12/1現在）■人口＝106,581人（前月比－27）男51,150人女55,431人  ■世帯＝35,515戸（前月比＋24）�

［特集］�
●新生の大地�
　いま歩み出す新しい歴史��



昭
和
60
年
に
国
・
県
・
市
・
中

部
電
力
の
四
者
に
よ
る
基
本
協
定

を
締
結
し
て
以
来
、
17
年
余
の

歳
月
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た

天
竜
川
治
水
対
策
事
業
が
、
い
よ

い
よ
本
年
度
末
完
成
を
迎
え
ま
す
。�

　
天
竜
川
と
共
に
生
き
る
私
た
ち

は
、
太
古
の
昔
か
ら
天
竜
川
の
恵

み
を
受
け
る
一
方
、「
暴
れ
天
竜
」

と
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
や
が
て
ダ

ム
や
堤
防
な
ど
を
築
造
し
、
川
と

の
闘
い
は
よ
り
高
度
に
な
る
反
面
、

ダ
ム
な
ど
の
力
と
、
自
然
の
力
が

複
合
し
た
新
た
な
災
害
も
発
生
し

ま
し
た
。�

　
そ
の
一つ
が
昭
和
３６
年
、
集
中
豪
雨

が
伊
那
谷
を
襲
い
、
川
路
・
龍
江
・

竜
丘
地
区
に
も
多
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
、「
三
六
災
害
」
で
す
。�

　
こ
の
後
、
越
流
堤
方
式
に
よ
る

堤
防
の
築
造
や
、
浸
水
区
域
へ
の

住
宅
建
築
規
制
な
ど
の
治
水
対
策

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
昭
和
５０
年
の
中
央

自
動
車
道
開
通
な
ど
、
周
辺
地
域

の
開
発
が
進
む
と
、
こ
の
地
域
に

対
す
る
住
宅
建
築
規
制
な
ど
、
土

地
利
用
制
限
が
深
刻
な
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
恒
久
的
な
治

水
対
策
を
求
め
る
声
が
高
ま
る
中
、

昭
和
５８
年
台
風
１０
号
に
よ
り
三
六

災
と
同
程
度
ま
で
浸
水
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。�

昭
和
６０
年
３
月
２１
日�

治
水
対
策
に
関
す
る
基
本
協
定
調
印�

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
計
画
高
水
流

量
に
対
応
す
る
新
し
い
堤
防
を
築
造
し
、

そ
の
後
背
地
を
全
面
盛
土
す
る
と
い
う
、
全

国
に
も
な
い
抜
本
的
な
治
水
対
策
実
現
に

向
け
、
四
者
に
よ
り
基
本
協
定
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。�

新
生
新
生
の
大
地
大
地�
新
生
の
大
地�

い
ま
歩
み
出
す
新
し
い
歴
史
歴
史�

い
ま
歩
み
出
す
新
し
い
歴
史�

天
竜
川
治
水
対
策
事
業

天
竜
川
治
水
対
策
事
業
が
完
成
完
成
し
ま
す�

天
竜
川
治
水
対
策
事
業
が
完
成
し
ま
す�

水
害
と
の
闘
い�

※越流堤�
堤防の一部区間を
低くし、洪水の際一
部分を堤内地に放
流させ、下流の破堤
を防止するもの。�

新たな治水対策�
施 工 前 �
計 画 高 水 位 �

凡 例 �

盛 土 � 盛 土 �

天 竜 川 �

左岸（龍江）� 右岸（川路）�

越
流
堤�

越
流
堤�

J
R
飯
田
線�

Ｈ.Ｗ.Ｌ�

新たな治水対策�

事業の概要�

事 業 名 �

施 行 主 体 �

費用負担者�

事 業 量 �

盛 土 事 業 �
河 川 改 修 事 業 �

面 整 備 事 業 �
天 竜 川 � 久 米 川 �

飯田市を中心とする実行組織または、施設管理者�

機能回復分は中部電力、改良分は施設管理者�

鉄道整備/約2,800ｍ�

道路整備/約20,700ｍ�
　　　（県道　約3,700ｍ・市道　約17,000ｍ）�

久米川以外の支川整備　11河川/約2,700ｍ�

用排水路整備/約9,000ｍ�

飯田市を中心とする実行組織�

中部電力株式会社�
国土交通省�

盛土対象面積�
約98ha

盛土土量�
約421万　�

天竜川�
河川改修�
約2,400ｍ�

久米川�
河川改修�
約820ｍ�

長野県�



■問合せ　治水対策部 業務課  1（22）4511 内線2811

平
成
４
年
２
月
１４
日�

起
工�

平
成
６
年
２
月
１６
日�

左
岸（
龍
江
）盛
土
着
工�

平
成
１０
年
３
月
１５
日�

左
岸（
龍
江
）盛
土
完
成�

平
成
９
年
５
月
２９
日�

右
岸（
川
路
・
竜
丘
）�

盛
土
着
工�

平
成
１３
年
４
月
１
日�

Ｊ
Ｒ
新
線
路
付
替�

平
成
１４
年
７
月
７
日�

天
竜
川
総
合
学
習
館
の
開
館�

水
辺
の
楽
校
の
開
校�

（
３
月
１８
日
イ
ベ
ン
ト
）�

平
成
１４
年
９
月
７
日�

完
成
記
念
式
典�

平
成
１４
年
９
月
７
日�

完
成
記
念
式
典�

　
左
岸
（
龍
江
）
の
築
堤
を

皮
切
り
に
工
事
が
始
ま
り
ま

し
た
。�

　
龍
江
番
入
寺
土
取
場
か
ら

の
盛
り
土
の
運
搬
が
始
ま
り

ま
し
た
。�

　
右
岸
の
土
取
場
に
は
、
一

本
平
・
城
山
（
川
路
）、
桐
林

（
竜
丘
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。�

　
左
岸
（
龍
江
）
の
盛
土
・
面

整
備
が
完
成
し
、
約
２８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
土
地
が
新
し
い
「
今
田
平
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。�

平
成
１０
年
４
月
１１
日�

龍
江
ふ
る
さ
と
農
道
開
通�

　
二
百
本
の
桜
並
木
と
、
併

走
す
る
龍
江
ふ
る
さ
と
農
道

（
天
竜
峡
桜
街
道
）
が
開
通

し
ま
し
た
。�

　
県
内
外
か

ら
参
加
者
約

三
千
人
が
、

新
し
い
線
路

を
歩
き
、
新

し
い
川
路
駅

と
線
路
の
誕

生
を
祝
い
ま

し
た
。�

平
成
１４
年
３
月
１０
日�

右
岸（
川
路
・
竜
丘
）�

桜
並
木
植
樹�

　
新
た
な
桜
の
名
所
を
目
指

し
て
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、

六
百
人
が
参
加
し
て
三
百
本

の
桜
を
植
え
ま
し
た
。�

　
体
験
活
動
か
ら
、
自
然
や
文

化
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習

環
境
が
誕
生
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
千
人
が

参
加
し
て
、
天
竜
川
の
１
日
を

楽
し
み
ま
し
た
。�

　
左
岸
に
続
い
て
右

岸
も
７５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

盛
土
面
整
備
も
完
了
。

こ
れ
で
盛
土
、
河
川

改
修
（
天
竜
川
・
久

米
川
）
面
整
備
、
の

本
事
業
は
完
成
を
迎

え
ま
し
た
。
式
典
に

は
、
関
係
者
約
八
百

人
が
参
列
し
て
、
事

業
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。�



今
田
平
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場�
天
竜
峡
桜
街
道
さ
く
ら
並
木�

水
辺
の
楽
校�

水
辺
の
楽
校�

水辺の楽校�

天竜川総合学習館�
かわらんべ�

てんりゅうきょう�

浄化センター�

浄化センター�

ときまた�

か
わじ
�

天
竜
川
右
岸
桜
並
木�

天
竜
川
右
岸
桜
並
木�

農業ゾーン�
域産域消や付加価値の
高い農業を目指して取
り組んでいます。�

かつての駅前の町並みを再生した
いとの思いから、新しいまちづく
りに取り組んでいます。�

住宅ゾーン�
ファクトリーパークと新産業創造ゾーン�

周辺の農業や林業との連携により、民間の力を中心として生産の場、
体験、学習、交流の場を創造していきます。例えば発酵文化の創造な
ど食と農を創造するエリアや地元産材の活用や新エネルギー活用を視
野に入れた産業創造などを検討しています。�

船渡浄化センター�

更生・太田�
農集排浄化センター(仮)

竜丘�

龍江�

　新しい取り組みですので、組合の立ち上げに不安はあ

りましたが、話し合いを重ねる中で、80人もの地権者が

集まって一体的に土地利用ができる体制が整いました。�

　将来の構想は、三遠南信自動車道天竜峡インター開通

を見据え、南信の玄関口として下伊那全体の活性化につ

ながるような土地利用を考えていきます。�

川路　吉川武夫さん�

今田平土地改良事業�

27.6ha

　「農地の活用を基本とした地域
活性化」を目標に、農業法人「今
田平」を平成8年に発足しました。
土づくりから始まり、果樹の植え
付け、いちごのハウス建設・栽培、
と足早に7年が経過。いちご狩り
はほぼ定着し、地元をはじめ遠方
からも大勢訪れ、またぶどう狩り
もいよいよ本格化してきました。
そして今田平では、「グリーンツ
ーリズム」としての体験型農業を
積極的に進めています。このよう
な、都市との交流、体験型農業の
取り組みなど、新たな農業経営に
よって、地域活性化を目指してい
ます。�

農業法人今田平�市瀬喜代江さん�
奥村ちか子さん�

　安心して耕し住める地を。�
　龍江地区は、右岸川路・竜丘地区に先
駆けて盛土面整備工事を行いました。営
農の一体性と集団化を図り、農業の生産
性を高める目的で圃場整備がされ、立派
にできあがりました。�
　現在は農業法人今田平を中心として新
しい農業形態も軌道に乗り、豊かで活力
に満ちた「今田平」をめざして、新たな
地域づくりに取り組んでいます。�龍江　吉澤正彦さん�



産業ゾーン�

住宅ゾーン�

交流ゾーン�
既存企業の再配置や新しい産業
のゾーンです。景観との調和を
図り、企業も地域の一員として
住宅ゾーンとの交流を進めます。�

「既存の住宅地」�
地域固有の歴史や文化を培っ
てきた既存の住宅ゾーン。エ
コハウジングビレッジとの人
的交流を進め、「共に生きる」
コミュニティの場をつくります。�

市民のレクレーション、リ
フレッシュ、環境学習の場、
そして交流のエリアです。�

「エコハウジングビレッジ」�
　地元産材を活用した環境共生住宅や
商店、家庭菜園など、景観や自然環境に
配慮した住宅地を整備します。住み手と
環境との係わりを深めることができるコ
ミュニティづくりを行います。�

新生の大地�
いま歩み出す�
新しい歴史�

川路�
天竜峡エコバレー推進室を設置�

竜丘土地区画整理事業�29.0ha

　この事業の完成前は、宅地や工場が混在する状態でした。
まずこの状態を改め、「くらし」と「産業」がうまく融合す
るように再配置を考えました。�
　新たに生まれた住空間は、自然環境を大切にし、誰もが
住んでみたいと思えるような「癒し」の空間にしたいと思
います。�
　その中のエコハウジングビレッジ（環境共生住宅）とは、
広い視野から地球環境をとらえ、地産地消、地元産材・間
伐材の活用や、自然エネルギー利用、生ごみのリサイクル
など、可能な限り環境負荷を減らした住まいの構想です。�
　このような、ハードの面ばかりでなく、住む人のコミュ

ニケーションを大切にし
たいと思います。周りの
地域からの、干渉しすぎ
ない応援。新旧住民の良
い形での融合。そしてい
つかは祭ばやしを復活し、
伝統行事を新しい世代へ
つなげてゆけるようにな
ったら・・・夢はふくら
みます。�竜丘　今村邦彦さん�

　安全で安心できる土地に。治水対

策事業の目的が、広々とした大地と

ともに達成され、とてもうれしいです。�

　これからの土地利用については、

計画策定段階から地元住民が参画し、

豊かな自然環境と共生する計画が策

定できました。川路固有の自然、文化、

歴史景観を大切にしながら、箱庭的

に新しい部分だけを考えるのではなく、

周辺地域も一体的に考えて、計画を

進めていきたいと考えています。�
川路�
中島武男さん�

川路土地区画整理事業�

29.7ha

　天竜川治水対策事業によって生まれた広大な平
地を中心とした一帯で、環境と調和した新しい「ま
ちづくり」を実現しよう、という取り組み。この計画
を「天竜峡エコバレープロジェクト」と総称していま
す。天竜峡エコバレープロジェクトは、市の基本構
想の重点プロジェクトのひとつです。�
　この取り組みが、新しい産業の創造と生活、コミ
ュニティの創造につながるとともに、それが全市的な
ものとなり全国にも情報発信できるようにしていきたい
と考えています。�

天竜峡�
エコバレープロジェクト�

実現に向けて�

　これまで市ではこのプロジェクトの推進を、各課で
取り組んできました。�
　いよいよ治水対策事業も完成し、プロジェクトも具
現化の時期を迎えたのを機に、取り組みを一元化す
るため、１月１日から天竜峡エコバレー推進室を設置
しました。�

産業経済部 天竜峡エコバレー推進室�
市役所３階産業経済部内　1（22）4511

　地元の皆さんが主体となった検討に、市も参画し
て策定した、地元ワーキングモデルプランに沿って
取り組んでいます。�
　川路と竜丘地区では、モデルプランでも提唱され
ていた、一体的土地利用を進めるための「土地管
理組合」を設立。計画的土地利用に取り組んで
います。�
　一方市では、農と食、林も視野に入れた内発的
産業振興に取り組み、モデルプランにふさわしい産
業立地や地元産材を活用した環境共生住宅の普
及に取り組んでいきます。また、本年度事業として
桐林環境産業公園内に新商品開発などの研究開
発を支援する目的で新事業支援施設を建設してい
ます。企業の皆さんとともに、研究開発力の強化と
集積に取り組んでいるところです。�
　環境産業公園、天竜川総合学習館「かわらん
べ」、水辺の楽校などでは、環境学習の様 な々取り
組みをしているほか、多くの視察者を受け入れてい

川路土地改良事業�

16.3ha



　11月30日、初めてのイベントとして、

地場産業振興センターにて開催。�

　小泉先生と料理研究家・枝元なほ

みさんの「おいしいトークショー」や、こ

だわりの「手前味噌コンテスト」、手作

り発酵食品の試食などなど、発酵に関

するさまざまな催しに、約800人が訪れ

ました。地域の食材を使ったおいしい

料理、家庭の味っていいですね。�

　11月30日、国道153号飯田バイパス

の、残り松尾上溝～上郷別府間の4車

線化工事が完成し、開通式を迎えまし

た。アップルロードの愛称の同バイパス

は、昭和60年の着工以来17年をかけ、

全線開通となりました。上溝高架下で

行われた開通イベントでは、常盤太鼓、

松尾元島田みこし、代田獅子舞などが

披露され、高架上で行われた開通式で

は、テープカット、くす玉開披や、ひがし

太鼓、飯沼木遣りが完成を祝いました。�

全線4車線開通�

発酵を通じて�
広がる食と交流�

国道153号飯田バイパス�

いいだ発酵フェスティバル�



　11月30日、これまで13年8カ月にわた

って私たちの生活から出るごみを焼却処

分してきた旧桐林クリーンセンター焼却

炉が、静かにその火を落としました。�

　代わって12月２日、最新・最善の環境

対策を施した新桐林クリーンセンターが

火入れ、いよいよ稼働しました。飯伊地

域17市町村のごみを、環境にやさしく、

可能な限り再資源化して処理します。�

　市民の皆さんの一層のごみ減量への

協力をお願いします。�

　11月23日夜、地場産業振興センターで開催。�

　アトラクションや各国の料理を並べた「ワールドレスト

ラン」に、20の国と地域、約700人が参加し、お互い

の食文化を味わいながら交流を深めました。�

　開館30周年を記念して、番組の公開録画を行いま

した。12月7日の予選会では76組の参加者が、大勢

の観客の中、自慢の歌声を披露していました。本番収

録は翌8日に行われ、12月14日に放送されました。�

文化会館開館30周年記念�

ＢＳジュニアのど自慢�
飯田国際交流の夕べ�

文化を知り合おう�

桐林クリーンセンター�

新旧炉バトンタッチ�



　
診
察
室
に
は
「
し
び
れ
る
の

で
心
配
で
す
」
と
た
く
さ
ん
の

方
が
訪
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、

同
じ
「
し
び
れ
」
と
い
う
ひ
と

つ
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
症
状

の
中
身
は
様
々
で
す
。
今
回
は

各
種
の
「
し
び
れ
」
に
つ
い
て

ご
説
明
し
ま
す
。�

①
力
が
入
ら
な
い
。
こ
れ
を
正

確
に
は
運
動
麻
痺
（
ま
ひ
）
と

言
い
ま
す
。
あ
る
日
突
然
麻
痺

が
起
き
れ
ば
脳
卒
中
が
疑
わ

れ
、
診
断
も
容
易
で
す
。
し
か

し
ゆ
っ
く
り
進
行
す
る
場
合
に

は
、
脳
・
脊
髄
の
腫
瘍
や
末
梢

神
経
・
筋
肉
の
進
行
性
の
病
気

が
考
え
ら
れ
、
精
密
検
査
が
必

要
で
す
。�

②
手
足
が
ふ
る
え
る
。
ふ
る
え

で
有
名
な
病
気
は
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
で
す
が
、
単
に
手
足
の
ふ

る
え
や
す
い
体
質
の
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
悩
ん
で
い
る

よ
り
は
専
門
医
の
診
察
を
受
け

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。�

③
痛
み
な
ど
の
皮
膚
感
覚
が
鈍

く
な
る
。
あ
る
い
は
全
く
な
く

な
る
。
こ
れ
を
感
覚
麻
痺
と
言

い
ま
す
。
脳
・
脊
髄
・
末
梢
神
経

の
ど
こ
か
に
神
経
の
正
常
な
働

き
を
邪
魔
す
る
原
因
が
隠
れ
て

い
る
の
で
検
査
が
必
要
で
す
。�

④
皮
膚
に
何
も
触
れ
な
く
て
も

ジ
ン
ジ
ン
・
ピ
リ
ピ
リ
と
感
じ

た
り
、
触
れ
た
り
つ
つ
い
た
り

し
た
時
に
ど
こ
か
違
っ
た
感
じ

が
す
る
。
健
康
な
方
で
も
正
座

の
後
で
足
が
し
び
れ
る
こ
と
は

よ
く
経
験
し
ま
す
が
長
く
は
続

き
ま
せ
ん
。
長
く
続
く
場
合
多

く
は
感
覚
神
経
の
経
路
の
ど
こ

か
に
圧
迫
な
ど
の
傷
害
が
あ
り

ま
す
。�

⑤
素
敵
な
人
に
出
会
っ
て
ビ
ビ

ビ
ッ
と
し
び
れ
た
時
に
は
受
診

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う

ぞ
お
二
人
で
解
決
し
て
く
だ
さ

い
。�

市立病院  神経内科�

柳川宗平  医師�

「
し
び
れ
」
の
い
ろ
い
ろ�

現
代
版�

現
代
版�

　（卒園児の母から）重い知的障害を伴う自閉症児

である息子と4年間通った「療育センターひまわり」

には、たくさんの思い出があります。�

　いつもいつも明るいスタッフは、子どもたちの障

害特性にあわせたきめ細かなケアはもちろん、保護

者へのフォローも忘れません。通園部の母親で結成

されている「母の会」では様々な行事の中、先輩お

母さんから学ぶことも多く、仲間づくりもできました。

親である私は、「療育センターひまわり」へ通園した

ことで、障害児である息子を育てていく勇気をもらい、

自信をつけさせてもらいました。�

　卒園して二年の月日が流れました。息子は思い出

を語ることはできませんが、通園時代午後の散歩コ

ースだった道を通ると、言葉の代わりに使用してい

る絵カードの中から、「お菓子」を指さし、笑顔で私

を見ます。�

　午後の散歩で大好きな先生と歩いた道。ポケット

に一つだけ入れて、目的地でのお楽しみだったキャ

ンディの味も忘れないんだね、と思いました。�

親も子も楽しく育って�

療育センターひまわり�施設の紹介�

■問合せ　療育センター　ひまわり�
　　　　　松尾新井5933　1(23)6097�
�



本当にかなえたい夢�
今井　慈 さん（山本小6年）　�

 グリーンクラブいいだ�

　グリーンクラブいいだは、環境に優しい消費者を広めるための活
動を実施しています。この度ごみ問題について考える「環境パート
ナーシップ会議」を開催いたします。�
　ごみを削減し、循環型社会を実現するためには、市民、事業者、
行政がパートナーシップを形成し、それぞれの立場と責任で協力し
合っていくことが大切です。環境パートナーシップ会議とは、お互い
が意見交換することによって少しずつ環境改善の輪を広げていくこ
とを目的として、昨年度に引き続き開催するものです。�
　今回は、「どうしたら日常生活の中でごみを削減することができる
か」をテーマに、事例などを紹介しながら皆さんと意見交換できれば

と思っています。�
○日時　1月25日（土）�
　　　　午後2:30から�
○場所　伊賀良公民館�
　　　　大会議室�
　参加は自由です。皆さん、ぜひ
参加してみませんか？�

― 連絡先　今村良子　1（25）7913

伊賀良を花いっぱいに�

　伊賀良地区を花いっぱいにしよう
と、平成12年４月に地元の花好き20
人程が集まり、活動がスタートしまし
た。主な活動は、春と秋に5000株の花
の苗を育てることです。種をまき、ポ
ットに移植し、公共施設や沿道に地区
の自治協の方が中心となり移植してい
きます。�
　花が好きだから始めたのですが、好
きなだけでは花は咲かないことを、こ
の活動に参加して思い知らされまし
た。家でガーデニングを楽しむことと
は違い、地区の沿道や公民館などの庭
となると常に手をかけることができま
せん。開花期間が長く沿道でも目立
ち、どんな環境にも耐えられる花に限
られます。しかも種から育てるのです

から、始めた頃は失敗を重ねていまし
た。�
　今年で３年目となり、育苗だけでは
なく、伊賀良の風土に合った花選び
や、花が育つための土作り、肥料の与
え方などの学習会も重ねています。�
　フローラルの活動で、いろいろな方
と出会い、地域での交流も深まり、ま
すます花作りが好きになりました。�

フローラル伊賀良　清水恵美子さん�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

�

いまむら　よし　こ�

いま　い� めぐみ�

し　みず　え 　み 　こ�



知
久
町
3
丁
目�

一
方
通
行
が
解
除�

美
博
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

会
場
使
用
抽
選
会�

　
知
久
町
３
丁
目
の
一
方
通
行

が
２
月
１
日
g
よ
り
解
除
さ
れ

ま
す
。（
詳
細
左
図
）�

　
よ
り
一
層
の
安
全
運
転
に
心

が
け
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
警
察
署
�

　
1（
２
２
）
０
１
１
０
�

　
交
通
防
災
課
　内
線
２
４
３
３
�

　
美
術
博
物
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化

芸
術
活
動
発
表
の
場
で
す
。�

　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
使
用
し

た
い
方
は
、
抽
選
会
を
行
い
ま

す
の
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
抽
選
日
時
�

　
２
月
２
日
a
　
午
前
１０
時
�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
　
講
堂
�

▼
申
込
資
格
　
飯
田
・
下
伊
那

　
に
住
所
が
あ
る
個
人
ま
た
は

　
団
体
で
、
自
然
・
人
文
・
美
術

　
及
び
文
化
芸
術
に
関
す
る
創

　
造
活
動
の
発
表
で
あ
る
こ
と
。�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館
�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８
�

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の�

申
告
は
お
済
み
で
す
か�

　
会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
、

賃
貸
住
宅
の
経
営
、
農
業
等
の

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
平

成
１５
年
１
月
１
日
現
在
所
有
し

て
い
る
償
却
資
産
を
、
次
の
と

お
り
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
告
し
て
い
た
だ
く
資
産
�

　
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、
備

　
品
な
ど
の
事
業
用
資
産
で
、

　
減
価
償
却
さ
れ
る
べ
き
も
の
。�

　（
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な

　
る
家
屋
や
、
自
動
車
税
、
軽

　
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る
も

　
の
を
除
く
）�

▼
申
告
期
限
　
１
月
３１
日
f
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
税
務
課
　
固
定
資

　
産
税
係
　
内
線
５
１
７
２
�

平
成
１５
・
１６
年
度�

入
札
参
加
願
受
付�

　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
・
設
計
等
各
種
業
務
、
物

件
等
の
供
給
に
お
け
る
入
札
参

加
願
い
を
受
け
付
け
ま
す
。�

　
今
回
は
、
入
札
参
加
を
希
望

さ
れ
る
す
べ
て
の
方
に
つ
い
て

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

▼
受
付
期
間
�

　
２
月
２０
日
e
〜
３
月
１０
日
b
�

▼
受
付
場
所
　
市
役
所
２
階
�

　
財
政
課
　
管
財
契
約
係
�

▼
参
加
願
い
有
効
期
限
�

　
平
成
１５
・
１６
年
度
（
２
年
間
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
財
政
課
　
管
財
契

　
約
係
　
内
線
２
１
１
８
�

飯
田
運
動
公
園
施
設�

利
用
受
付
開
始�

　
平
成
１５
年
度
の
飯
田
運
動
公

園
野
球
場
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
弓
道
場
利
用
の
受
付
を
開

始
し
ま
す
。�

▼
受
付
開
始
日
　
２
月
１１
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
飯
田
運
動
公
園
管
理
事
務
所
�

　
1（
２
５
）
５
５
８
８
�

不
用
農
薬
回
収�

贈
与
税
の
申
告�

　
平
成
１４
年
分
の
贈
与
税
の
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
相
談
・
受
付
期
間
�

　
２
月
３
日
b
〜
３
月
１７
日
b
�

▼
場
所
�

　
飯
田
税
務
署
（
高
羽
町
）�

▼
閉
庁
日
　
土
・
日
・
祝
日
�

※
申
告
書
は
郵
送
ま
た
は
税
務

　
署
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
時

　
間
外
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ

　
と
も
で
き
ま
す
。
期
限
内
申

　
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
税
務
署
�

　
1（
２
２
）
１
１
６
５
�

　
農
業
へ
の
利
用
を
目
的
に
購

入
し
た
後
、
不
用
と
な
っ
た
農

薬
を
有
料
で
回
収
し
ま
す
。�

　
農
協
、
肥
料
組
合
・
農
薬
組

合
よ
り
通
知
を
受
け
た
方
以
外

の
農
家
の
方
で
、
不
用
農
薬
の

回
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
方
法
　
１
月
１０
日
f
ま

　
で
に
、
農
政
課
ま
で
お
越
し

　
い
た
だ
き
、
申
請
書
に
ご
記

　
入
く
だ
さ
い
。（
印
鑑
必
要
）

　
回
収
場
所
、
時
間
に
つ
い
て

　
は
個
別
に
ご
連
絡
し
ま
す
。�

▼
回
収
の
基
準
�

○
不
用
農
薬
（
使
用
期
限
切
れ
）�

○
登
録
失
効
農
薬
�

※
家
庭
園
芸
等
に
使
わ
れ
る
非

　
農
耕
地
用
の
除
草
剤
や
殺
虫

　
剤
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
　
農
政
課
　
生
産
振

　
興
係
　
内
線
３
５
１
９
�
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本町2･3

知久町�
2･3

市役所前�

知久町�
3･4

コスモ石油�

人形店�

朝日交通�

市役所�

飯田�
病院�

知久町3丁目�
一方通行解除�

知久町�
4



　
平
成
１４
年
１１
月
に
南
信
州
広

域
連
合
か
ら
「
飯
田
・
下
伊
那

が
一
郡
一
市
に
な
っ
た
場
合
の

自
治
体
運
営
が
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
」
に
つ
い
て
研
究
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。�

　
市
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
地
区

や
団
体
に
出
向
い
て
説
明
を
い

た
し
ま
す
。�

　
希
望
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
企

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
企
画
課
�

　
内
線
２
２
２
１
�

市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

説
明
し
ま
す�

上
郷
飯
沼
城
跡
出
土
の�

古
銭
講
座�

　
夏
休
み
特
別
陳
列
で
展
示
し

た
上
郷
飯
沼
城
跡
出
土
の
埋
納

銭
に
つ
い
て
当
館
館
長
に
よ
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１
月
１８
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
講
師
�

　
岡
田
正
彦
（
当
館
館
長
）�

▼
演
題
　
上
郷
飯
沼
城
跡
出
土

　
の
古
銭
を
巡
っ
て
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

▼
問
合
せ
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）
３
７
５
５
�

　
毎
年
恒
例
の
カ
ル
タ
会
を
開

催
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
２
月
８
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
３
時
�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階
�

▼
内
容
　
百
人
一
首
、手
作
り

　
ジ
ャ
ン
ボ
絵
本
カ
ル
タ
、す

　
ご
ろ
く
な
ど
�

▼
参
加
費
　
無
料
�

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
は
大
人
の

　
方
と
一
緒
に
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1（
２
２
）０
７
０
６
�

　
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
手
作
り

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
り
ま
せ
ん

か
。
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

特
別
教
養
講
座
を
開
き
ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

　
か
、市
内
に
勤
務
す
る
お
お

　
む
ね
３０
歳
ま
で
の
方
�

▼
日
時
　
１
月
３０
日
e
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
マ
ロ
ン
洋
菓
子
店
�

　
店
長
　
佐
々
木
悟
先
生
�

▼
持
ち
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
�

▼
材
料
費
�

　
１
、５
０
０
円（
前
納
）�

▼
定
員
　
１６
人
�

▼
受
付
開
始
　
１
月
６
日
b
�

▼
受
付
時
間
�

○
平
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
曜
・
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
直
接
来
館
す
る
か
電
話
で
予

　
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）５
５
７
１
�

中
央
図
書
館
カ
ル
タ
会�

　
勾
玉（
昔
の
装
飾
品
）づ
く
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
�

　（
親
子
で
の
参
加
も
可
能
）�

▼
日
時
　
１
月
２６
日
a
�

　
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午
�

▼
場
所
　
上
郷
考
古
博
物
館
�

▼
参
加
費（
入
館
料
・
材
料
費
）�

　
小
・
中
学
生
　
３
０
０
円
�

　
高
校
生
以
上
　
４
０
０
円
�

▼
定
員
　
３０
人
　（
申
込
者
多

　
数
の
場
合
は
抽
選
）�

▼
申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、年

　
齢（
学
校
・
学
年
）、電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、往
復
は
が
き

　
に
て
郵
送
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
締
切
�

　
１
月
１７
日
f（
消
印
有
効
）�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
０
３
�

　
飯
田
市
上
郷
�

　
別
府
２
４
２
８
―
１
�

　
上
郷
考
古
博
物
館
�

　
1（
５
３
）３
７
５
５
�

上
郷
考
古
博
物
館�

勾
玉
づ
く
り
教
室�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

手
作
り
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
講
座�

　
民
間
非
営
利
団
体
い
い
だ
起

業
応
援
ネ
ッ
ト
イ
デ
ア
で
は
、

企
業
経
営
者
、従
業
員
な
ど
を

対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を

開
講
し
ま
す
。�

▼
セ
ミ
ナ
ー
１
　
１
月
１６
日
e
�

○
内
容
　
初
心
者
の
た
め
の
決

　
算
書
の
見
方
�

○
申
込
締
切
　
１
月
１４
日
c
�

▼
セ
ミ
ナ
ー
２
　
２
月
１３
日
e
�

○
内
容
　
債
権
管
理
�

○
申
込
締
切
　
２
月
７
日
f
�

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

▼
受
講
料
　
各
４
、０
０
０
円
�

▼
講
師
　
7
長
野
経
済
研
究
所
�

　
飯
田
経
営
相
談
室
長
�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
起
業
応
援

　
ネ
ッ
ト
イ
デ
ア
事
務
局
�

　
1（
５
６
）９
３
３
５
�

　
商
業
観
光
課　
内
線
３
６
１
１
�

起
業
応
援
ネ
ッ
ト
イ
デ
ア
�

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
�

　
国
、県
、市
の
機
関
が
集
ま
り
、

登
記
や
法
律
な
ど
様
々
な
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１
月
１６
日
e
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

　（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）�

▼
場
所
�

　
飯
田
文
化
会
館
１
階
展
示
室
�

▼
問
合
せ
　
庶
務
課
�

　
内
線
２
１
１
１
�

国
・
県
・
市
一
日
合
同
�

行
政
相
談
所
開
設
�
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動物園の�
休園日�

■問合せ　動物園�
22-0416

1月 1日d◆ 2日e�
◆ 3日f◆ 6日b�
　◆14日c◆16日e�
◆20日b◆27日b�
2月 3日b◆10日b

1月の納税�

税目�

納期�

市県民税（4期）�
国民健康保険税（1月分）�

�

1月31日（金）�

税金は納期限までに�
納 め ま し ょ う �
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飯田市高齢者初春事業「ハイカラ祭」�

「
ハ
イ
カ
ラ
祭
」へ
の�

出
品
・
参
加
者
募
集�

　
飯
田
市
高
齢
者
初
春
事
業
「
ハ

イ
カ
ラ
祭
」
へ
出
品
・
参
加
し

ま
せ
ん
か
。�

　
飯
田
市
内
に
居
住
さ
れ
る
お

お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方
で
し
た
ら
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
ご
応
募
・
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
�

○
色
紙
・
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
�

　
は
が
き
に
作
品
（
色
紙
の
場

　
合
は
作
品
名
）、
住
所
、
氏
名
、

　
年
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
す

　
る
事
業
名
を
明
記
し
、
郵
送

　
し
て
く
だ
さ
い
。�

○
カ
ル
タ
・
将
棋
・
囲
碁
�

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

　
齢
、
電
話
番
号
、
参
加
す
る

　
事
業
名
を
明
記
し
、
郵
送
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

▼
注
意
事
項
�

　
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
出
詠
・

　
投
句
作
品
に
は
必
ず
楷
書
で

　
ふ
り
が
な
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４
�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地
�

　
飯
田
市
役
所
　
介
護
高
齢
課
�

　
高
齢
者
係
　
内
線
５
３
８
２
�

普通版の色紙を使用し、1人1点�
内容：書画　画　押絵　押葉�
　　　版画　ちぎり絵　等�
●申し込みは居住地区の高齢者クラブ会長または�
　はがきに作品名等を書き申し込み　�

1人2首まで�
●はがきに作品名等を書き申し込み　�

1人3句まで「新年雑詠」�
●はがきに作品名等を書き申し込み�
　当日席題あり　1人2句　当日参加は自由　�

1題1句として1人合計3句まで�
　題「旗」「合併」「海」の3題�
●はがきに作品名等を書き申し込み�
　当日席題あり　当日参加は自由　�

第27回飯田市高齢者�
初春色紙展�

第26回飯田市高齢者�
俳句大会�

第26回飯田市高齢者�
短歌大会�

第23回飯田市高齢者�
カルタ大会（百人一首）�

第26回飯田市高齢者�
将棋大会�

第25回飯田市高齢者�
川柳大会�

第26回飯田市高齢者�
囲碁大会�

●はがきで参加申し込み�

2月25日（火）�

2月25日（火）�

2月25日（火）�

2月26日（水）�

2月26日（水）�

2月26日（水）�

2月27日（木）�

2月27日（木）�

2月24日（月）�

午後1時～�
午後4時�

飯田市�
公民館�
4 階 �
和 室 �

鼎公民館�
3 階 �

飯田市�
公民館�
3 階 �
講義室3

飯田市�
公民館�
2 階 �
展示室�

午前9時～�
午後4時�
午前9時～�
午後3時�

午後1時～�
午後4時�

午後1時～�
午後4時�

午後1時～�
午後4時�

午前10時～�
午後4時�

午前10時～�
午後4時�

午前10時～�
午後4時�

1月27日（月）�

必着�

1月31日（金）�

消印有効�

2月3日（月）�

消印有効�

事 業 名 � 期 日 � 時 間 �場 所 � 募 集 要 項 � 申込締切

◆渥美町観光協会　10531（33）1616�
◆財団法人茶臼山高原協会　105368（7）2345 ゲレンデダイヤル05368（7）2070

■問合せ�

伊
良
湖
岬
が�

　
　
黄
色
に
染
ま
る�

す
で
に
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
の
茶
臼

山
ス
キ
ー
場
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
そ
り

や
雪
遊
び
か
ら
ス
キ
ー
ま
で
安
心
し
て

楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。
３
月
８
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
は
ナ
イ
タ
ー

ス
キ
ー
も
楽
し
め
ま
す
し
、
年
始

を
除
く
平
日
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
も

滑
走
可
能
。
２
月
２
日
（
日
）
に

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
雪
の
わ
く

わ
く
ホ
リ
デ
ー
」
で
は
餅
つ
き
、

宝
捜
し
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。�

ス
キ
ー
場
に
隣
接
し
た
茶
臼
山

高
原
の
美
術
館
で
は
、
冬
の
特
別

企
画
と
し
て
写
真
家
塚
本
伸
爾
さ

ん
に
よ
る
真
冬
の
写
真
展
と
写
真

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
写
真
展
「
光

り
輝
く
自
然
た
ち
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
冬
」

は
２
月
８
日(

土)

か
ら
２３
日(

日)

（
１３
日
・
２０
日
は
休
館
）
ま
で
開
催
。

８
日
午
後
に
は
塚
本
伸
爾
さ
ん
の

作
品
説
明
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

写
真
教
室
は
２
月
１６
日
（
日
）・
１７

日
（
月
）
、
２
月
２２
日(

土)

・
２３

日(

日)

の
２
回
行
わ
れ
、
撮
影

指
導
、
講
評
会
、
交
流
会
な
ど
を

予
定
し
て
い

ま
す
。
冬
の

茶
臼
山
の
す

ば
ら
し
さ
を

見
て
・
感
じ
て
・

残
し
て
く
だ

さ
い
。�

１
月
１１
日(

土)

か
ら
３
月
２３

日(

日)

ま
で
「
あ
つ
み
菜
の
花

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。
伊
良

湖
岬
の
先
端
付
近
の
国
道
２
５
９

号
・
４２
号
沿
い
で
は
約
４
０
０
万

本
の
菜
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
無
料

駐
車
場
も
多
数
あ
る
の
で
、
気
軽

に
菜
の
花
畑
に
入
っ
て
、
記
念
写

真
を
と
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
２
月
１
日
か
ら
は
菜
の
花

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
は
じ
ま
り
、

昼
間
と
は
ひ
と
味
違
っ
た
幻
想
的

な
世
界
が
楽
し
め
ま
す
。�

ま
た
、
期
間
中
は
菜
の
花
狩
り

や
菜
の
花
料
理
な
ど
が
楽
し
め
ま

す
、
あ
つ
み
菜
の
花
祭
り
で
一
足

早
い
春
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。�

（
渥
美
町
）�

茶
臼
山
の
冬
は�

ス
ノ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス�

（
豊
根
村
）�

東
三
河�

広
報�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�

三
遠
南
信
通
信

三
遠
南
信
通
信�
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平
成
１４
年
中
に
所
得
の
あ
っ

　
た
方
で
次
に
該
当
す
る
方
�

▼
給
与
所
得
者
で
、�

○
給
与
所
得
の
他
に
所
得
（
例

　
不
動
産
、
農
業
等
）
が
あ
っ

　
た
方
。
給
与
以
外
の
所
得
が

　
２０
万
円
を
超
え
る
方
は
所
得

　
税
の
確
定
申
告
が
、
２０
万
円

　
以
下
の
方
は
市
・
県
民
税
の

　
申
告
が
必
要
で
す
。�

○
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

　
払
を
受
け
た
方
。�

　
主
た
る
給
与
以
外
の
給
与
収

　
入
額
と
、
給
与
所
得
以
外
の

　
所
得
の
合
計
額
が
２０
万
円
を

　
超
え
る
方
は
所
得
税
の
確
定

　
申
告
が
、
２０
万
円
以
下
の
方

　
は
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必

　
要
で
す
。�

○
平
成
１４
年
中
に
退
職
し
、
そ

　
の
後
就
職
し
て
い
な
い
方
。�

○
平
成
１４
年
中
の
給
与
収
入
額

　
が
２
、
０
０
０
万
円
を
超
え

　
る
方
は
所
得
税
の
確
定
申
告

　
が
必
要
で
す
。�

▼
営
業
等
所
得
（
小
売
業
、
サ

　
ー
ビ
ス
業
、
建
設
業
等
、
生

　
命
保
険
外
交
員
等
）、
農
業

　
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
が

　
あ
っ
た
方
。
所
得
の
合
計
額

　
が
所
得
控
除
額
よ
り
多
い
方

　
は
所
得
税
の
確
定
申
告
が
、

　
そ
れ
以
外
の
方
は
市
・
県
民

　
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。�

▼
公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
�

○
公
的
年
金
等
の
他
に
所
得
が

　
あ
っ
た
方
。�

○
２
カ
所
以
上
か
ら
公
的
年
金

　
等
の
支
払
を
受
け
た
方
で
所

　
得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
額

　
よ
り
多
い
方
は
所
得
税
の
確

　
定
申
告
が
必
要
で
す
。�

○
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費

　
控
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
等

　
の
適
用
を
受
け
る
方
。 
 
�

▼
平
成
１４
年
中
に
土
地
等
の
譲

　
渡
所
得
の
あ
っ
た
方
。�

���　
市
・
県
民
税
の
申
告
は
所
得

課
税
証
明
や
保
育
料
、
国
民
健

康
保
険
税
の
算
定
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。
又
、
申
告
が
な

い
と
所
得
が
少
な
い
世
帯
の
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
が

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
中
に

所
得
の
な
か
っ
た
方
も
申
告
書

に
生
活
の
状
況
な
ど
を
記
入
し
、

申
告
を
し
て
下
さ
い
。�

���▼
１
カ
所
の
み
か
ら
給
与
の
支

　
払
を
受
け
、
他
に
所
得
の
な

　
か
っ
た
方
。�

▼
公
的
年
金
等
の
受
給
者
で
他

　
に
所
得
の
な
か
っ
た
方
。（
社

　
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控

　
除
、
配
偶
者
特
別
控
除
等
の

　
適
用
を
受
け
る
方
は
申
告
が

　
必
要
で
す
。）�

※
給
与
所
得
者
で
、年
末
調
整

　
を
し
な
か
っ
た
方
、医
療
費
控

　
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
方
、

　
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の

　
適
用
を
受
け
る
方
も
所
得
税

　
の
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税

　
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。
給
与
所
得
者
の
還
付

　
申
告
は
２
月
１７
日
以
前
で
も

　
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。�

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

　
方
は
改
め
て
市
・
県
民
税
の

　
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。�

※
所
得
税
の
確
定
申
告
書
が
送

　
付
さ
れ
た
方
は
税
務
署
で
申

　
告
を
し
て
下
さ
い
。
営
業
等

　
所
得
者
、
譲
渡
所
得
の
あ
っ

　
た
方
、
住
宅
借
入
金
等
特
別

　
控
除
の
適
用
を
受
け
る
方
の

　
確
定
申
告
は
市
役
所
や
公
民

　
館
で
は
受
け
ら
れ
な
い
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。�

���　
申
告
書
は
自
分
で
�

　
記
入
し
ま
し
ょ
う
�

○
申
告
書
は
で
き
る
だ
け
自
分

　
で
記
入
し
て
下
さ
い
。�

○
営
業
、農
業
、不
動
産
な
ど
の

　
所
得
の
あ
る
方
は
申
告
前
に

　
帳
簿
、領
収
書
等
を
整
理
し
、

　
収
支
の
内
訳
を
記
入
し
て
か

　
ら
申
告
に
お
出
か
け
下
さ
い
。�

○
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付

　
け
ま
す
。
ま
た
税
務
課
窓
口
、

　
各
支
所
に
提
出
い
た
だ
い
て

　
も
結
構
で
す
。�

○
申
告
書
用
紙
は
税
務
署
、
市

　
役
所
税
務
課
、
市
役
所
各
支

　
所
に
あ
り
ま
す
。�

　
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の
�

○
市
・
県
民
税
申
告
書
（
市
役

　
所
か
ら
送
付
さ
れ
て
い
る
方
）�

○
印
鑑
�

○
給
与
所
得
者
、
公
的
年
金
等

　
の
受
給
者
は
源
泉
徴
収
票
ま

　
た
は
支
払
証
明
書
�

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料

　
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
支
払

　
額
証
明
書
�

○
社
会
保
険
料
の
領
収
書
（
今

　
年
か
ら
国
民
健
康
保
険
料
の

　
支
払
金
額
は
市
役
所
で
確
認

　
で
き
ま
せ
ん
。
支
払
い
領
収

　
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）�

○
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
固

　
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
写
ま

　
た
は
公
課
証
明
�

○
農
業
所
得
を
経
費
目
安
割
合

　
を
使
っ
て
計
算
さ
れ
る
農
家

　
の
方
は
、
報
告
書
を
完
成
さ

　
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

申
告
の
必
要
な
い
方
�

所
得
の
な
か
っ
た
方
も
市
・
�

県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
�

申
告
に
当
た
っ
て
�

税金の申告は正しくお早めに�税金の申告は正しくお早めに�税金の申告は正しくお早めに�

市県民税の申告と所得税の確定申告の時期になりました。�
早めに申告をしてください。�
■問合せ　税務課　市民税係　内線5162　5163�
　　　　　飯田税務署（高羽町6-1-5）　1（22）1165

申
告
の
必
要
な
方
�
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
�

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

　
は
医
療
費
の
領
収
書
。
及
び
、

　
保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
た
金

　
額
が
わ
か
る
も
の
。�

※
介
護
保
険
の
認
定
者
で
、昨

　
年
も
お
む
つ
に
か
か
る
費
用
の

　
医
療
費
控
除
を
受
け
て
い
る

　
方
は
「
医
師
の
発
行
す
る
お

　
む
つ
証
明
書
」に
替
わ
り
今
年

　
か
ら
「
飯
田
市
が
発
行
す
る

　
主
治
医
意
見
書
の
確
認
書
」

　
で
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
確
認
書
が
必
要
な
場
合
は
介

　
護
高
齢
課
（
り
ん
ご
庁
舎
）

　
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

���　
給
与
支
払
報
告
書
の
�

　
提
出
は
お
済
み
で
す
か
�

　
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

の
み
の
方
は
市
・
県
民
税
の
申

告
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
代
わ

り
に
給
与
支
払
者
（
事
業
所
等
）

が
個
々
の
給
与
所
得
者
（
従
業

員
等
）
へ
の
前
年
中
の
給
与
支

払
額
、
所
得
控
除
の
状
況
を
記

入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
を
、

各
所
得
者
（
従
業
員
等
）
の
１

月
１
日
現
在
の
居
住
地
の
市
町

村
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
給
与
支

払
報
告
書
は
給
与
所
得
者
に
と

っ
て
市
・
県
民
税
の
申
告
に
代

わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。�

　
提
出
期
限
は
１
月
３１
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出

が
お
済
み
で
な
い
事
業
所
等
は

至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

���　
平
成
１５
年
度
の
個
人
市
･
県

民
税
に
お
い
て
、
平
成
１４
年
度

に
引
き
続
き
減
税
（
定
率
に
よ

る
税
額
控
除
）
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
減
税
額
は
所
得
割

額
の
１５
％
で
市
民
税
・
県
民
税

合
せ
て
４
万
円
を
限
度
額
と
し

ま
す
。�

　
平
成
１４
年
分
の
所
得
税
に
お

い
て
も
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
減
税
額
は
所
得
税
額
の

２０
％
で
２５
万
円
を
限
度
額
と
し

ま
す
。
所
得
税
の
定
率
減
税
は

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
平
成

１４
年
の
年
末
調
整
の
際
に
、
公

的
年
金
の
受
給
者
に
つ
い
て
は

年
金
の
支
払
者
に
お
い
て
源
泉

徴
収
を
行
う
際
に
そ
れ
ぞ
れ
適

用
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
所
得
者
に
つ
い
て
は
確
定

申
告
の
際
に
減
税
の
適
用
を
受

け
ま
す
。�

���　
税
理
士
に
よ
る
�

　
無
料
還
付
申
告
相
談
�

▼
対
象
　
所
得
税
の
還
付
申
告

　
を
受
け
る
人
�

▼
日
時
　
２
月
３
日
〜
３
月
１０

　
日
（
土
曜
祝
日
は
除
く
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
飯
田
税
務
署
�

※
各
税
理
士
事
務
所
に
お
い
て

　
２
月
３
日
〜
２
月
１４
日
（
土
・

　
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で

　
の
間
、
少
額
な
還
付
申
告
相

　
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を

　
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
最

　
寄
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前

　
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
お
出

　
か
け
く
だ
さ
い
。�

　
税
理
士
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
�

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
�

▼
日
時
　
２
月
１７
日
・
１９
日
・

　
２１
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
飯
伊
き
の
こ
流
通
セ

　
ン
タ
ー
２
階
税
理
士
会
飯
田

　
支
部
（
追
手
町
小
学
校
近
く
）�

　
1（
５
２
）
３
０
９
０
�

▼
内
容
　
申
告
に
つ
い
て
全
般
�

▼
料
金
　
有
料
（
低
額
）�

※
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

��� 
市
県
民
税
や
所
得
税
の
申
告

の
際
に
、
障
害
者
手
帳
を
提
示

す
る
と
「
障
害
者
控
除
」
や
「
特

別
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

事
務
所
長
が
障
害
者
に
準
ず
る

と
認
め
た
６５
歳
以
上
の
方
も
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

※
問
合
せ
は
福
祉
事
務
所
ま
で
�

市
・
県
民
税
の
減
税
が
�

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
�

相
談
会
を
ご
利
用
下
さ
い
�

住
民
税
と
所
得
税
の
�

障
害
者
控
除
�

パートや内職の収入と税金について�
パートや内職の年収により、配偶者控除などは次のようになっています。�

※配偶者特別控除は、夫の合計所得金額が1,000万円以下（給与収入額で1，230万円以下）

　の場合に受けられます。配偶者の収入金額が、70万円以上の場合は収入金額に応じて

　配偶者特別控除額は変わります。�

　夫が勤務先での年末調整の際に配偶者特別控除を受けなかった場合や、年末調整で申

　告した配偶者の所得金額が誤っていた場合は、確定申告をして正しい額で配偶者控除

　及び配偶者特別控除の適用を受けることができます。　�

受けられる�

受けられる�

受けられない�

受けられない�

100万円以下�

�

�

141万円以上� 受けられない�

かからない�

かからない�

かかる�

かかる�

かからない�

かかる�

かかる�

かかる�

受けられる�

受けられる�

受けられる�
100万円超�
103万円以下�
103万円超�
140万円以下�

パートや�
内職の年収�

夫の所得から�
配偶者控除が�

夫の所得から配偶
者特別控除が※�

自分自身に�
所得税が�

自分自身に�
市・県民税が�
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
�

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合

　
は
医
療
費
の
領
収
書
。
及
び
、

　
保
険
金
等
で
補
填
さ
れ
た
金

　
額
が
わ
か
る
も
の
。�

※
介
護
保
険
の
認
定
者
で
、昨

　
年
も
お
む
つ
に
か
か
る
費
用
の

　
医
療
費
控
除
を
受
け
て
い
る

　
方
は
「
医
師
の
発
行
す
る
お

　
む
つ
証
明
書
」に
替
わ
り
今
年

　
か
ら
「
飯
田
市
が
発
行
す
る

　
主
治
医
意
見
書
の
確
認
書
」

　
で
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。�

　
確
認
書
が
必
要
な
場
合
は
介

　
護
高
齢
課
（
り
ん
ご
庁
舎
）

　
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。�

���　
給
与
支
払
報
告
書
の
�

　
提
出
は
お
済
み
で
す
か
�

　
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得

の
み
の
方
は
市
・
県
民
税
の
申

告
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
代
わ

り
に
給
与
支
払
者
（
事
業
所
等
）

が
個
々
の
給
与
所
得
者
（
従
業

員
等
）
へ
の
前
年
中
の
給
与
支

払
額
、
所
得
控
除
の
状
況
を
記

入
し
た
給
与
支
払
報
告
書
を
、

各
所
得
者
（
従
業
員
等
）
の
１

月
１
日
現
在
の
居
住
地
の
市
町

村
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
給
与
支

払
報
告
書
は
給
与
所
得
者
に
と

っ
て
市
・
県
民
税
の
申
告
に
代

わ
る
重
要
な
も
の
で
す
。�

　
提
出
期
限
は
１
月
３１
日
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出

が
お
済
み
で
な
い
事
業
所
等
は

至
急
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。�

���　
平
成
１５
年
度
の
個
人
市
･
県

民
税
に
お
い
て
、
平
成
１４
年
度

に
引
き
続
き
減
税
（
定
率
に
よ

る
税
額
控
除
）
が
実
施
さ
れ
る

予
定
で
す
。
減
税
額
は
所
得
割

額
の
１５
％
で
市
民
税
・
県
民
税

合
せ
て
４
万
円
を
限
度
額
と
し

ま
す
。�

　
平
成
１４
年
分
の
所
得
税
に
お

い
て
も
定
率
減
税
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
減
税
額
は
所
得
税
額
の

２０
％
で
２５
万
円
を
限
度
額
と
し

ま
す
。
所
得
税
の
定
率
減
税
は

給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は
平
成

１４
年
の
年
末
調
整
の
際
に
、
公

的
年
金
の
受
給
者
に
つ
い
て
は

年
金
の
支
払
者
に
お
い
て
源
泉

徴
収
を
行
う
際
に
そ
れ
ぞ
れ
適

用
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
所
得
者
に
つ
い
て
は
確
定

申
告
の
際
に
減
税
の
適
用
を
受

け
ま
す
。�

���　
税
理
士
に
よ
る
�

　
無
料
還
付
申
告
相
談
�

▼
対
象
　
所
得
税
の
還
付
申
告

　
を
受
け
る
人
�

▼
日
時
　
２
月
３
日
〜
３
月
１０

　
日
（
土
曜
祝
日
は
除
く
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
�

▼
場
所
　
飯
田
税
務
署
�

※
各
税
理
士
事
務
所
に
お
い
て

　
２
月
３
日
〜
２
月
１４
日
（
土
・

　
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
ま
で

　
の
間
、
少
額
な
還
付
申
告
相

　
談
お
よ
び
申
告
書
の
作
成
を

　
無
料
で
行
い
ま
す
の
で
、
最

　
寄
の
税
理
士
事
務
所
へ
事
前

　
に
電
話
連
絡
の
う
え
、
お
出

　
か
け
く
だ
さ
い
。�

　
税
理
士
ホ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
�

▼
対
象
　
ど
な
た
で
も
�

▼
日
時
　
２
月
１７
日
・
１９
日
・

　
２１
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
�

▼
場
所
　
飯
伊
き
の
こ
流
通
セ

　
ン
タ
ー
２
階
税
理
士
会
飯
田

　
支
部
（
追
手
町
小
学
校
近
く
）�

　
1（
５
２
）
３
０
９
０
�

▼
内
容
　
申
告
に
つ
い
て
全
般
�

▼
料
金
　
有
料
（
低
額
）�

※
事
前
に
電
話
予
約
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

��� 
市
県
民
税
や
所
得
税
の
申
告

の
際
に
、
障
害
者
手
帳
を
提
示

す
る
と
「
障
害
者
控
除
」
や
「
特

別
障
害
者
控
除
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

事
務
所
長
が
障
害
者
に
準
ず
る

と
認
め
た
６５
歳
以
上
の
方
も
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。�

※
問
合
せ
は
福
祉
事
務
所
ま
で
�

市
・
県
民
税
の
減
税
が
�

実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
�

相
談
会
を
ご
利
用
下
さ
い
�

住
民
税
と
所
得
税
の
�

障
害
者
控
除
�

パートや内職の収入と税金について�
パートや内職の年収により、配偶者控除などは次のようになっています。�

※配偶者特別控除は、夫の合計所得金額が1,000万円以下（給与収入額で1，230万円以下）

　の場合に受けられます。配偶者の収入金額が、70万円以上の場合は収入金額に応じて

　配偶者特別控除額は変わります。�

　夫が勤務先での年末調整の際に配偶者特別控除を受けなかった場合や、年末調整で申

　告した配偶者の所得金額が誤っていた場合は、確定申告をして正しい額で配偶者控除

　及び配偶者特別控除の適用を受けることができます。　�

受けられる�

受けられる�

受けられない�

受けられない�

100万円以下�

�

�

141万円以上� 受けられない�

かからない�

かからない�

かかる�

かかる�

かからない�

かかる�

かかる�

かかる�

受けられる�

受けられる�

受けられる�
100万円超�
103万円以下�
103万円超�
140万円以下�

パートや�
内職の年収�

夫の所得から�
配偶者控除が�

夫の所得から配偶
者特別控除が※�

自分自身に�
所得税が�

自分自身に�
市・県民税が�
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1月12日（日）　午前6時30分から　おしぼら池上�
　※前号のお知らせと日程が変わりました�

1月13日（月）　午後1時～3時　　体験工房前�
　参加費おいも代100円�

■申込・問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1（59）8080　ＦＡＸ（59）8079

12月5日に行われた焼きいも大会です。焼きいもは食べたことがあ
るけれど、どうやってできるの？焼きいもを食べるのもはじめて！？
という子どもたちが、「子どもの森」で集められた落ち葉の中へさつ
まいもを・・・。�
待つこと1時間。不安と期待を胸に

落ち葉の中からいもを掘りだし包ん
であった新聞紙を開けてみると・・・。
　子どもたちの歓声とともに焼きい
ものゆげが立ち昇りました。�
食べた感想は書面に書くまでもな

く写真を見ていただければ一目瞭然！
きっといい思い出、いい体験となった
はずです。�

焼きいもの季節です�
11月30日に、飯田市教育委員会主催によ

る「竹」を題材としたイベントが開催されま
した。その名も「竹フェスタ」。竹とんぼ・竹笛・
竹馬・竹を使った料理など、盛りだくさんの
アクティビティが用意されており、子どもは
もちろん付き添いのお母さん、お父さんたち
も懐かしい？遊びや料理に子どもたちより
真剣だったのかもしれません。竹で学び・遊
ぶことのすばらしさを実感した子どもたち。

その感動を次
世代へと引き
継いでいって
もらいたいも
のです。�

竹フェスタ�

1月のアクティビティ（活動）予定�

ど ん ど 焼 き�

かざこし焼きいも大会�

☆ 新設！「かわらんべ講座　天竜川入門」�
　おなじみ「かわらんべ講座」に、新年から新しく天竜川
　入門編を新設いたします！�
・対象は、高校生以上の大人の方です�
・内容は、天竜川上流域、特に飯田市周辺の歴史、地理、
　生物などについて少し専門的に�
・日程は、平日の夕方と日曜の午後の毎月2回、ただし同
　月の2回の講座内容は同じで日曜日には学習館周辺フィ
　ールドでの観察や調査を含みます。�

●11月23日（土）�

「柳に彫る①」�
柳の枝に彫刻をし

て、小さなお人形

を作りました。素

朴な農民芸術体験

でした。�

1月18日（土）�

1月25日（土）�

1月31日（金）�

2月 1日（土）�

2月 8日（土）�

2月14日（金）�

冬の鳥�

冬の草の生き方�

冬の星座を見る�

冬の川の水質はどうかな？�

雲と天気�

天竜川入門～地形と洪水～�

9：00～11：00�

9：00～11：00�

18：00～20：00�

9：00～11：00�

9：00～11：00�

18：30～20：30

●11月18日（月）�

「星空かんさつ」�
秋の星座としし座流星群を観察する予定で

したが、月がとてもきれいだったの流星は見

えず、代わりに月を望遠鏡で観察しました。�

●11月9日（土）�

「冬に向かう草花」�
来年花を咲かせる

ため、冬を越す準備

をしている草花を

観察しました。草原

や森の中を歩き回

ることも楽しかっ

たです。�

1月からの講座�

●11月30日（土）�

「堤防発掘」�
明治時代につくられた堤防を発掘調

査しました。河原でスコップを持って

大きな石を発掘！この石はケレップ

水制だったのか！？�

※公園の広場では、凧揚げや芝滑りができます。雪が積もったらソリ滑りや雪だ
　るまも作れます。また、かざこし仲間の館は暖房が入っているので、室内でのい
　ろいろな遊びができます。�

これまでの講座から�

天竜川総合学習館�
■申込・問合せ　天竜川総合学習館かわらんべ　
　　　　　　　 1（27）6115　FAX（27）6125



●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

市からの情報�市からの情報�

広報いいだの風�
○飯田市からのお知らせ�
　　7：10～　7：30�
　12：10～12：30�
　17：10～17：30

かざこし歳時記�
○飯田市企画番組�
　月曜日～金曜日�
　11：20～11：50

市のホームページ�
http://www.city.iida.nagano.jp/

チャンネル�

1

2

4

2

3

4

お知らせ�
　6：00　12：15　15：00　19：30

　9：00～　18：00～　20：00～�
11：00～　21：30～�

お知らせ再送�
　6：15　12：30　15：15　19：45

ＮＨＫニュース　7：00　11：50　14：55�
※市議会開会中は、議会中継をお送りします。�

いいだＦＭ放送再送　6：00～20：00

チャンネル�

チャンネル�

チャンネル�

チャンネル�

内容・時間�

放送日� 放送時間�

テレビ広報�
○飯田市の政策や行事などを紹介します�
　2月の番組は「治水事業完成」（予定）�

街かどチャイム○番組の中で、市からのお知らせをお届けします�

76.3ＭＨｚ�

いいだの旬�
公民館リレー�
広報いいだの紹介�
さわやか健康�
くらしと環境�
市役所情報�
ピックアップ飯田�
ニュースイン119�
防犯110番�
消費生活メモ�
保育園だより�
本の散歩道�
伊那谷の自然�
伊那谷の歴史�
ふれあい福祉�
小学校だより�
元気ママ�
サークル紹介�
大好き農業�
いきいきライフ�
中学校だより�
観光情報�

1週間の市内の話題を取材し、紹介。�
各地区の公民館活動の紹介。�
「広報いいだ」1日号の内容説明。�
健康に関しての番組。�
環境保全活動の紹介。�
市役所各課からの広報。�
月を振り返って、市の行事を取材し紹介。�
消防署と消防団による消防広報。�
防犯上必要な事項などを広報。�
消費生活に関する情報番組。�
松尾東・上久堅・龍江・竜丘保育園の紹介（予定）。�
本の読み聞かせ。�
伊那谷の動植物、季節の変化などの紹介。�
郷土出身ゆかりの人 ・々地名などを紹介。�
ボランティア・催し物・行事など紹介。�
山本・川路・鼎・追手町小学校の紹介。�
元気なママさんグループを紹介。�
市内の様々なグループ・サークルを紹介。�
農業に関係した活動や、事業を紹介。�
いきいきと暮らす高齢者などを紹介。�
旭ヶ丘・飯田東・竜東・高陵中学校の紹介。�
飯田の観光情報の紹介。�
文化会館の事業の紹介。�
美術博物館・考古博物館の催し物を紹介。�
図書館の行事や話題の本などの紹介。�

毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�
2�
3�
4�
毎週�
1�

月曜日�

火曜日�

水曜日�

木曜日�

金曜日�いいだ、文化の窓�
（文化会館、美博、
　　図書館情報）�

2
〜
4

放送曜日� 番 組 名 �第何週� 内 容 �

「かざこし歳時記」2月番組表�

●オフトークの故障は1局番なしの113（NTT）●上郷有線の故障は124-3533 イナデン（修理受託業者）へ連絡してください。�

2月17日～20日�
2月21日～23日�
※過去の放送を収録したビデオの貸し出しを行っています。お問い合せください。�

■問合せ　秘書広報課　内線2125

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�

市長の留守番電話�

相談は無料、秘密は厳守お気軽にご相談ください�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ先� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ先�

心配ご
と相 談 �

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

結 婚 相 談 �

行 政 相 談 �

交 通 相 談 �

教 育 相 談 �

か け こ み�
教 育 相 談 �

家庭児童相談�
（電話でも可）�

電 話 乳 幼 児 �
育 児 相 談 �

子 育 て 相 談 �

痴 ほう 相 談 �

税 務 相 談 �

悩 み ご と�

婦人相談員
の専門相談�

法 律 相 談 �
（予約制電話にて）�

障害者並びに�
ご家族の相談�

特別�

一般�

毎週火曜日�
１３:００～１５:００�
受付１５:００まで�

１月１７日（金）�
１３：３０～１５：３０�

１月１０日（金）�
１３:００～１７:００�

１月８日（水）�
１月１８日（土）�
１月２８日（火）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

ボランティア�
相 談 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
１月１４日（火）�
２月４日（火）�
１３:００～１６:００�

１月１４日（火）�
２月４日（火）�
１３:３０～１６:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週木曜日�
９:００～１１:３０�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
毎週土曜日�
９:００～１４:００�

毎週月～土曜日�
９：００～１７：４５�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�
１月８日（水）�
１３：３０～１７：0０� 男女共同参画課�

内線５３５１�

児童課 内線５３４７�

りんご庁舎３階�
男女共同参画

市 役 所 本 庁 �

１月２１日（火）�
１３：３０～１６：３０�
１月２１日（火）�
１０：００～１５：００�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
�
※法律相談は
予約制、電話で
申し込んでくだ
さい。�

※結婚相談は
本人の相談を
原則とします。
写真１枚必要
です。�

りんご庁舎３Ｆ�

教 育 委 員 会 �
（上郷庁舎２階）�

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

飯 田 市 �
福 祉 事 務 所 �

専 用 電 話 �

飯田中央保育園�
（地域子育支援センター）�

市保健センター�
※予約制（市役所隣）�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館１Ｆ・東栄町）�

社 会 福 祉 �
協 議 会 �
1５３-３１８０�

庶 務 課 �
内線  ２１１１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 委 員 会 �
1５３-４５４５�
専用電話�
1５３-８７３０�
FAX５３-８７３０�

家庭児童相談室�
1２２-４５１１内線５３４４�

1５２-０６３３�

飯田中央保育園�
1２２-４１３３�

保 健 課 �
内線  ５５１４�

税 務 課 �
内線  ５１４１�

ハーネット・いいだ
1５６-４４７４�

交通防災課1２２-４５１１内線２４３５�
電話相談、予約制にて個別面談可�

女
性
の
た
め
の
相
談�

※
広
報
い
い
だ
１
月
１５
日
号
は
休
刊
し
ま
す
。�



プラハ交響楽団飯田演奏会�プラハ交響楽団飯田演奏会�

●
美
術
博
物
館
�

1（
2
2
）8
1
1
8

美
博
だ
よ
り�
文
化
ガ
イ
ド�

●
飯
田
文
化
会
館
�

1（
2
3
）3
5
5
2

指揮者　　ズデニェク・マーカル�
ソリスト　　長谷川陽子（チェロ）�
プログラム　・スメタナ／「モルダウ」�
　　　　　・ドヴォルザーク／交響曲第９番「新世界より」他�
チケット　　ＳＳ席：12,000円　Ｓ席：9,000円�
　　　　　Ａ席一般：6,000円　Ａ席高校生以下：3,000円
　　　　　飯田文化会館他で発売中（全席指定）�

耕雲寺の羅漢門�
（こううんじのらかんもん）�

座光寺１７０８番地　耕雲寺　�
飯田市指定文化財（建造物）�
寛政７年（１７９５）建立。上層が高い二重門で、�
竜宮門形式を特徴とし、二階部に羅漢像が安置されている。�

●投影時間 土曜日　　①13：30～　②15：00～�

　　　　 日曜・祝日　①10：30～　②13：30～　③15：00～�

●休 館 日 12月28日～1月6日（年末年始休業）�

●観 覧 料 一般110円（90円）、高校生80円（50円）、�

 　　　　　　小中学生50円（30円）※（ ）内は20人以上の団体�

とも だ ち �

投影期間�

春休み人形劇まつり�春休み人形劇まつり�

12月7日（土）～3月1日（土）

〈プラネタリウム冬番組〉�

※1月20日（月）～3月4日（火）まで改修工事のため、会議
　室棟の使用ができません。ご理解・ご協力をお願いいた
　します。�

1月17日　　開場18：30　開演19：00�
飯田文化会館ホール�

3月23日　　10：30～14：30（予定）�
飯田人形劇場・飯田文化会館�

出演劇団�
○人形劇団ちんどん（愛知県）�
　「たんげおじさんのわんぱく劇場」�
○ジョウズグループ（東京都）　「ジャンピング・ラビット」�
○わにこ（静岡県）　「赤ずきんちゃん」�
○人形劇団なみ（富山県）　「3びきのこぶた・ではない」�

人形劇の上演のほかにも、いろんなお楽しみコーナーを計
画中です。ご家族そろってお楽しみください。�
チケット　1,200円（3歳未満は無料）�
　　　　 飯田文化会館他で発売予定�

☆いいだ人形劇フェスタ2002のワッペン着用者は入場時
　に100円のキャッシュバックがあります。�

　私は高原の駅に降りたった。療養のため、半年ほ

ど暮らしたことのある家がむしょうに恋しくて．．．。思いは

10年前に引き戻された。そこには「スタンド バイ ミー

（わたしのそばにいて）」を口笛吹く少年がいた。もち

ろん彼は歌の意味を知らないが、交通事故でなくした

彼の父が好んだ節回しだった。この家を建てたのも彼

の父だ。ある時少年が降るような星空

を見ながら「友達はいないし、いらな

い」といいだした・・・。�

　冬の星空の下で『ともだち』の意

味をじっくり少年と一緒に考えてみませ

んか。紹介星座 オリオン座等7星座�

口笛吹く少年�

の土・日曜日・祝日�


